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読み直してみたい印象に残る報文

　この詩は、中村　啓さん（現・下水道アドバイザー、中
川ヒューム管工業㈱）が、岐阜県笠松町役場（技監）時代に、
本誌の2005年新年号で「推進技術の明日をよむ」というテー
マで特集を組ませていただいた時、作詩され本誌の特集の
企画や「俳句の頁」で創刊以来お世話になっている中本郷
顔先生の書で投稿いただいたものです。創刊300号記念に、
読者の皆様ともう一度「熱き想い」を味わっていただきたく、
ご紹介します。
　我が国の推進技術は、六十数年前、約6mの管きょ施工
技術として始まり、その後、下水道整備の波に乗って、延
長で1,447m、また、あらゆる土質に対応できる掘進方法
を確立して、特殊工法から標準的な汎用工法として進化し

て参りました。それは、人生におけるターニングポイント
のように、トラブルや新たな課題をひとつひとつ解決しな
がら、次なるステージを開き続けてきた証です。
　これまで発行した300号に、その時々の取り組みを紹介
して参りましたが、本記念号では、編集委員が選んだ「読み
直してみたい印象に残る報文」を紹介させていただきます。
　誌面の関係で全文紹介は1編のみとなりますが、編集委
員が選んだ報文は、本誌ホームページ（http://www.lsweb.
co.jp/micro-tunnelling/）で見ることもプリントアウトする
こともできます。この機会に是非目を通してみてください。

（編集室）
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